
北海道佐呂間高等学校通信 第191号 令和２年（2020年）４月１日

URL:http://www.saroma.hokkaido-c.ed.jp佐呂間高校HPでカラー版をご覧ください！

笑顔が素敵なクラスでした。卒業おめでとう。

第56回卒業証書授与式



分散登校での校長講話（要旨）

１年生は２年生に、２年生は３年生に、皆さん進級おめでとうございます。本来であれば修了式、離任式を行う
予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大の防止のためそれが叶いません。分散登校という形態ではあります
が、修了と離任の内容を含めて行います。
今はなかなか明るい兆しは見えませんが、必ず学校は再開します。その時のために自分を整えてください。夜中

までスマホやゲームをして、昼・夜、逆転していませんか。今こそ自分の力で判断する「自立」、自分で立つ、自
分の行為を自分でコントロールする「自律」、自分を律するチャンスにしませんか。
世界は今、新型コロナウイルスと闘っています。しかし人類は必ず克服します。人類の歴史は感染症との闘いの

歴史であるともいわれ、14世紀のペスト、約100年前のスペインかぜ、1970年代のエボラ出血熱、2000年代のSARS、
MARS、いずれも終息しています。今回の新型コロナウイルスも、私は３つのことから必ず終息すると思っています。
１つは医学・医療、ワクチンや薬の開発です。ただし、開発には５年、10年かかると見られているようですし、他
のウイルスに効く既存の薬の効果も研究していますが、早くとも１年、２年はかかると見られています。しかし、
医学は確実に進歩しています。２つ目は免疫です。スペインかぜの時、10代後半から20代後半の若い年齢層で死者
が多かったそうです。逆にいうと高齢層は感染したが、死には至らなかったということです。これは過去に似た型
のウイルスが流行し、ある程度の免疫を持っていたからという研究があります。生物の進化を考えても、人間の身
体は決して弱くありません。感染症に対して抵抗力を獲得することができます。この抵抗力をつけるために必要な
のが健康な身体です。そこで３つ目に賢明な行動です。賢く、明らかで、やましさのない行動です。睡眠、食事、
手洗い、うがい、咳エチケット、人混みをさける、難しいことはありません。今はこの当たり前のことを徹底する
ということです。そのためにも正しい情報をキャッチして、正しく知る必要があります。
最後になりますが、私は君たちを信じています。「自分にとって本当に大切なこと、重要なことは何か」自分に

問いかけ、「賢明な行動」ができると信じています。私たちも人類の一員として、正しく知って、正しく恐れて、
終息させましょう。

道教委では、令和３年度から「（仮称）北海道高等学校遠隔授業配信センター」
を設置し、地域の小規模な高校等で、大学進学等の進路希望に対応した幅広い教
科・科目を開設できるようにします。地域の子どもたちが、地元の高校に通いな
がら、将来の夢や希望を叶えることができるよう、学習環境を充実させます。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が進み、全道の公立高校は臨時休業となりました。そのような中、本校では生徒
の健康状態等の把握のため、３月16日より５日間にわたり分散登校を実施しました。３月24日、校長から生徒に対して、次
のようなお話をしました。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

３月31日をもって離任された職員より、ご挨拶を申し上げます。

菊池 檀 教諭（札幌西陵高校へ異動）
初めて訪れるオホーツク、初めての１人暮らし、そして教員として初めの一歩を踏んだのが佐呂間町でした。５年前、自分の過ごす環境が大き
く変わることへの不安を抱えてやって来ました。しかし、佐呂間高校の教員というだけで声を掛けてくださる方や、困った時に力を貸してくださる
町民の皆さまのおかげで、すぐに居心地の良い場所だと感じるようになりました。毎年行かせていただいた稚貝の放流も、少しでも佐呂間町に
恩返しをしたいという思いで船に乗っていました。今では、町が誇る産業に関われたことを非常に嬉しく思っています。船上から見る朝日の美し
さとサロマ湖の澄んだ空気は、一生忘れません。その他にも学校開放講座は、準備した題材に熱心に取り組んでくださるので、毎年やりがいの
あるものでした。参加者同士で活発に交流される様子を見て、共に学び合う大切さを感じ、日頃の授業でも意識して生徒と向き合うようになりま
した。足を運んでくださった皆さんが、多くの気付きを与えてくださいました。町民の皆さまの姿を見ていると、佐呂間高校の生徒は家庭や学校
だけでなく、地域に育ててもらっているからこそ、素直で心の優しい生徒ばかりなのだと感じました。これから自分の行く先々で、佐呂間町は心
温まる素敵な町だと伝えていきたいと思います。本当にありがとうございました。

★習熟度別授業など少人数による学習指導の実施（達成状況に応じたきめ細かな支援）
★豊富な選択科目を配置（生徒の可能性を伸長）
★進学コースを開設（進路希望に応じた教育課程の充実）

遠隔授業を受信する高校には、夏・冬の長期休業期間中に進学講習も配信される予定です。遠隔授業と併せて受
講することで、より大学進学等に向けた進路実現に役立てることができます。

工藤 聡 教諭（北見北斗高校へ異動）
14年間大変お世話になりました。佐呂間町に根

を張り、地域とともに教育できたことは私に取って
宝物です。また、第二の故郷として一生大切にして
いきたい場所となりました。
残した生徒達、協力いただいた保護者様、町民
の皆様と離れるのは寂しさもありますが、新天地で
は、新たなことに挑戦し目の前の生徒のために尽
力したいと思います。本当にありがとうございました。

宮崎 勉 教頭（名寄高校へ異動）

佐呂間町の皆様、大変お世話になりました。３年間と
いう短い期間ではありましたが、職員、生徒、保護者の
皆様のおかげで充実した学校生活を過ごすことができ
ました。また、学校生活以外でも、多くの地域の皆様
に、大変よくしていただき感謝しています。おかげ様で、
私にとって大変思い出深い３年間となりました。
佐呂間町で得た数えきれない思い出を胸に、４月か
らは名寄高校教頭として新たな気持ちでスタートしま
す。本当に、ありがとうございました。

遠隔授業の配信がはじまります。


